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紹 介

WVAニュースレター　─ 2023 年 4月
WVA会長からのメッセージ：ラファエル・ラガンス

新しい賞は，ワンヘルス，動物福祉，薬剤適正使用，獣医学教育の分野で活躍
した獣医師を表彰します．
世界獣医師会（WVA）と Ceva Sante Animale（Ceva）社は，2017年から継

続している，世界動物福祉賞を発展させたWVA世界獣医師賞の制定を発表しま
した．
獣医療の専門家は，動物福祉を保護するうえで重要な役割を果たしています．
そのため，WVAの 4つの戦略目標を含めた賞に拡大することが論理的でした．
新しいWVA世界獣医師賞は，動物所有者，政府，保健当局，農家，他の獣医師，

及び一般市民に最も優れた獣医療を提供した獣医師に対して，ワンヘルス，薬剤適正使用，動物福祉，獣医教
育，並びに国際獣医学生協会（IVSA）と協力して「年間最優秀獣医学生」の各賞と，さらに受賞者全員の中
から，一人の「年間最優秀獣医師（Veterinarian of the year）」を決定します．

WVAは，世界中のメンバーに推薦を呼びかけており，応募された候補者は，WVA作業部会により審査さ
れます．受賞者は，2024年頭に発表され，南アフリカ共和国ケープタウンで開催されるWVAC 2024の最終
式典で表彰されます．

WVAの代表であるラファエル・ラガンス会長は，「獣
医師賞を通じて，世界の獣医師が，日々優れたサービ
スを提供し，社会の利益のために優れた業績を上げたこ
とを表彰したいと考えています．また，獣医師が動物，
人間，環境の健康と福祉を保護するうえで果たすユニー
クな役割も強調したいと思います．」と述べました．

Ceva Santé Animale社の社長兼CEOであるマーク・
プリカズスキー氏は，「獣医師として，これらの賞を通
じて，獣医師の皆さんの幅広い業務とその影響力を称え
たいと思います．獣医師の重要性に焦点を当てる本賞の
ためにWVAへのサポートを続けることを嬉しく思いま
す．」と付け加えました．

候補者の推薦方法は，WVAに加盟している獣医師会へお問い合わせください．

2023年 4月 4日，韓国疾病管理予防庁（KDCA）のジー・ヨンミ長官と大韓獣医師会（KVMA）のホ・
ジュヒョン会長は，ワンヘルスに関連するあらゆる側面（人獣共通感染症だけでなく，ベクター（蚊，ダニな
ど）によって伝染する感染症，食中毒性感染症，気候変動，抗生物質耐性の予防及び管理）における協定に署
名しました．

WVA世界獣医師賞が生まれ変わります

韓国でワンヘルス推進のための重要な協定が締結されました
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WVAは，世界の公益のための獣医師としての役割について，まとまったメッセージを世界に発信するために，皆さ
まの専門知識と意見を必要としています．WVAの会員及びオブザーバー会員のご意見をお待ちしています．このプロ
セスから取り残されないようにしてください．

このニュースレターを貴会会員に伝えてください

●WVAニュースレター（原文）の購読ページ：http://eepurl.com/iiS2IT
●WVAニュースレターのウェブ版：https://worldvet.org/about/newsletter/
バックナンバーはこのページで確認できます．最新号もメール配信と同時に掲載されます．

ご興味のある方は，下記までご連絡ください．

WVA　Rue Washington, 40, 1050 Brussels-Belgium
ウェブサイト：http://www.worldvet.org
電子メール：secretariat@worldvet.org　　　　　　　

この協定には以下のような活動が含まれます：
•ワンヘルスに関連する感染症情報共有のための
監視システムを確立する
•ワンヘルスの視点からの研究協力
•未対応の問題や技術支援に対する共同対応の改善
•教育及び市民啓発活動

2020年以来，KDCAと KVMAは，重症熱性血小板減
少症候群（SFTS）の人─動物間伝播の監視システムを
運営することを含む，人間と動物の健康を保護及び改
善するためにさまざまな分野で協力してきました．

KVMAのホ・ジュヒョン会長は，「COVID-19など
の新しい感染症の脅威が現れている中，この協定は，人間や動物を含む韓国のすべての生き物を保護するため
の大きな第一歩になるでしょう．」と述べました．

KDCAのジー・ヨンミ長官は，「ワンヘルスの観点から，人々，動物，環境の福祉を確保するために，公共
及び民間部門が協力することが重要です．この必要な感染症のリスクに備えるために，大韓獣医師会とより密
接に協力することを楽しみにしています．」と述べました．

2001年，世界獣医師会（WVA）は，獣医師の社会認知向上そして世論とマスメディアの注目を集めるため
に，ワールド・ベテリナリー・デイ（世界獣医師の日，以下WVD）を祝うことを決定しました．以来，この
イベントは毎年 4月の最終土曜日に祝われています．
多くの国々が独自の獣医師の日を設定しています．WVDはこれを補完するために生まれ，世界中の獣医師
の仕事に対する認知度を高め，私たちの職業の社会貢献を考える機会を与えることを目的としています．
このイベントは，獣医師が参加しやすいように柔軟に設計されています．各国で同じ時期に記念日を設定す
ることで，獣医師に関する良いニュースが報道されるきっかけを作ることが目的です．もちろん，各国の情勢
に応じて別の日に設定することもできます．年々，この祝祭は世界中に根付いてきており，各国が独自の方法
で祝っています．

2008年，WVAと国際獣疫事務局（WOAH，当時の OIE）は，WVDの最も成功したイベントを表彰する
ためにWVD賞を創設することに合意しました．毎年テーマが選ばれ，世界各国の獣医師会は，テーマに沿っ
た獣医師の地位向上につながるようなイベント企画が奨励されています．今年のテーマは「獣医師の多様性，
公正性，包摂性の促進」です．

WVAは，獣医師が果たすさまざまな役割と今日直面する課題を強調し，WVDの普及と影響力の向上に取
り組み続けます．

ワールド・ベテリナリー・デイ（世界獣医師の日）


